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試験研究業務月報

短い筍を採食している様子

（発筍後、順次牛が食べるので筍が見あたらない ）。

課題名 和牛放牧で竹林拡大防止効果を調査

要 旨

和牛放牧により荒廃竹林の拡大防止を図るため、発筍の時期や密

度と筍の採食状況等について、現地で実証試験を実施しています。

牛は、行動範囲にある筍はほとんど採食し、特に高さ約 ～15cm
の筍が好みで、竹林の再生抑制が期待できます。3m
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